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序文

埋蔵文化財は、一度壊されると再び元に戻すことが困難であるなどの特性から、

可能な限り現状保存すべきであることは言うまでもありませんが、各種の開発事

業を進めていくことも私たちの社会生活にとって必要なことであります。

そのため、埋蔵文化財の保護と開発事業の円滑推進にあたっては、様々な問題

が生じているのも事実です。

これらの遺跡の保護については関係機関の御理解と御協力を得ながら、埋蔵文

化財の保護と開発事業の促進が円滑に進められるよう該当する関係機関と再三に

わたる協議をもち、極力現状保存に努めているところですが、どうしても現状保

存の困難な部分については、発掘調査を実施し、記録保存を図ってきているとこ

ろであります。

平生遺跡も関係機関と十分協議した結果、現状保存が困難な部分について、事

業実施前に記録保存を図る目的で発掘調査を実施しました。ここにその成果を報

告します。

なお、調査に際しましては、県土木部道路建設課、久居土木事務所、嬉野町教

育委員会、および地元の方々をはじめとする関係各位から、多大な御協力ととも

に暖かい御配慮を頂くことができました。文末ながら記して深く感謝の意を表し

ます。

平成6年3月

三重県埋蔵文化センター

所長久保富子



例日

1 本書は、三重県一志郡嬉野町大字平生に所在する平生（ひろお）遺跡の調査結果をまとめたもので

ある。

2 本遺跡の名称は、調査当時は新発見の平生南遺跡としていたが、周知の遺跡である平生遺跡の範囲

内に含まれることが確認されたため、名称を平生遺跡に変更する。

3 本調査は、県道松阪・久居線道路改良事業に伴って昭和62年度に実施したもので、調査にかかる費

用は、県土木部の負担による。

4 調査及び報告書作成の体制は下のとおりである。

調査主体 三重県教育委員会

調査担当 三重県教育委員会事務局文化課

調査期間 昭和62年10月29日-12月19日

調査担当 主事河瀬信幸、主事福田昭

報告書作成担当 三重県埋蔵文化財センター

文 責 位置と環境…主事福田哲也

遺 構…主事福田哲也

遺 物…技師野口美幸

結 語…主事福田哲也、技師野口美幸

写真撮影 主事天野秀昭

5 調査にあたっては、三重県土木部道路建設課、久居土木事務所、嬉野町教育委員会、及び地元の方々

に協力を頂いた。

6 調査時の当該地域の磁北は 6度20分西偏している。 （昭和62年度、国土地理院）遺構挿図及び遺構

観察表の方位は、磁北で実測したものを真北に換算して用いた。

7 本文で用いた遺構表示略記号は、下記による。

SB: 掘立柱建物 SK: 土坑 SH: 竪穴住居

SD: 溝 pit : 柱穴、小穴

8 本書で報告した記録及び出土遺物は、三重県埋蔵文化財センターに保管している。

9. スキャニングによるデーター取り込みのため、若干のひずみが生じています。
各図の縮尺率はスケールバーを参照ください。
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I 作業日誌抄

昭和62年10月29日 久居土木事務所と打合せ。 地の面が現れる。旧河道か。

11月4日 資材搬入。調査区をA.B.C 遺構検出面の判断が難しい。

地区に分け、発掘区設定。 26日 C地区、遺構検出砂地の東壁に

5日 重機で表土除去。 トレンチを設定。

10日 A地区、壁削り。 27日 C地区、調査区南側で直交する

11日 A地区、発掘区北側水田部から トレンチを設定。

調査開始。 30日 C地区、掘り下げ終了。

12日 A地区、遺構検出開始。 12月1日 C地区、写真撮影終了。作業員

17日 A地区、遺構検出、掘り下げ終 終了。 A・C地区、遣り方設定

了。 B地区、検出開始。 実測開始。

18日 A地区、写真撮影終了。 3日 実測終了。

19日 B地区、包含層除去終了。 10日 B地区、重機による天地返し。

20日 B地区、遺構検出、掘り下げ終 14日 B地区拡張区、遺構掘り下げ開

了。 始。

24日 B地区、写真撮影終了。 17日 B地区拡張区、遣り方設定、実

C地区、遺構検出開始。 測開始。

25日 C地区、遺構検出。中央部に砂 19日 現地調査終了。

II 位置と環境

平生遺跡 (1)は、三重県一志郡嬉野町大字平生

字のばこ他に所在する。地形的には雲出川中流南岸

の中位段丘上に位置し、標高は約10m、地目は畑地、

水田、竹林となっている。近くで、伊勢平野のほぼ

中央部を東流して伊勢湾に注ぐ雲出川と、嬉野町を

縦貫する中村川とが合流している。

昭和49年に、平生遺跡調査会によって発掘調査が

行われ、飛鳥• 奈良時代の掘立柱建物3棟、平安時

代の掘立柱建物8棟、柵3条などの遺構と、円面硯
① 

をはじめ多くの遺物が出土している。

この地域には多くの遺跡が分布しており、早くか

ら人々の生活の舞台となった所である。

〔縄文時代〕

縄文時代草創期の遺跡には、良好な石器群が採集
② 

される田尻上野遺跡 (2)が知られる。

早期の遺跡からは大鼻式から黄島式までの押型文
③ 

土器などが多く出土しており、馬之瀬遺跡 (3)や
④ ⑤ 

釜生田遺跡 (4)では陥穴が、井之廣遺跡 (5)で
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は屋外炉と竪穴状遺構が検出されている。

平生遺跡のやや西に位置する下流部に属する片野
⑥ 

遺跡 (6)からは、前期や後期の土坑が検出されて
⑦ 

おり、堀之内遺跡 (7)の下層からは、中期末の屋

外炉などが検出されている。
⑧ 

後期後半を主体とする天白遺跡 (8)では、西日

本最大級の配石遺構が検出され、多数の日常的な土

器• 石器に加え、 60点をこえる土偶や、石棒• 石剣

などの多くの祭祀遺物が出土し、県内外から注目を

浴びている。
⑨ 

晩期になると竪穴住居の検出された上野垣内遺跡

(9) や、竪穴住居•合口甕棺の出土した蛇亀橋遺
⑩ ⑪ 

跡 (10)、天保遺跡 (11)が知られている。

〔弥生時代〕

この時代の代表的な遺跡には、中期中葉の竪穴住

居群と、その両側に方形周溝墓• 土城墓による墓域

が確認された片野遺跡 (6) 、方形周溝墓•土城墓・
⑫ 

竪穴住居などが確認された鳥居本遺跡 (12)、中期



前葉以降の方形周溝墓と士城墓の可能性を持つ士坑
⑬ 

などが確認された下之庄東方遺跡 (13)があげられ

る。片野遺跡・下之庄東方遺跡の中期前葉の方形周

溝墓は、伊勢平野で現在確認されている中で最も古

いと考えられる。

〔古墳時代〕
⑭ ⑮ 

前期には筒野古墳 (14)、向山古墳 (15)、西山
⑯ ⑰ 

古墳 (16)、錆山古墳 (17)といった前方後方墳が

相前後して築かれる。筒野古墳は全長45mで「壱師

君塚」とも伝えられ、三角縁神獣鏡や石釧などが出

土し、 4世紀後半の築造とされている。西山古墳は

全長43mで独立丘陵上にあり、この古墳に隣接する
⑱ 

片部遺跡 (18)からは、同時期の大規模な潅漑用の

堰と思われる施設が発見されている。向山古墳は全

長71mと突出した大きさで、国史跡に指定されてい

る。前方部はほぼ東を向き、葺石や円筒埴輪列が確

認されている。主体部は粘士榔で鏡・碧玉製品など

大仰
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が出土している。この時期以降、この地では前方後

方（円）墳が築かれなくなり、中小規模の方（円）

墳がみられるのみとなる。

後期には、中村川と雲出川との間の丘陵上に天保
⑪ 

古墳群@(19)、上野山古墳群@(20)、片野池古墳群
⑫ ⑳ 

(21)、女牛谷古墳群 (22)、ビハノ谷古墳群 (23)
⑭ 

薬師谷古墳群 (24)などの群集墳が築かれ、その数

は 300基を越える。天保古墳群の 1号墳は大型の石

室を持ち、金銅張の馬具が出土している。薬師谷古

墳群からは多数の水晶の原石が出土し、注目されて

いる。

この時期の集落遺跡としては、片野遺跡 (6)や
⑮ 

下之庄東方遺跡 (13)、焼野遺跡 (25)などがあり、

竪穴住居などが確認されている。

〔飛鳥～平安時代〕
⑳ 

律令制下、この地域は壱志郡に属する。この時期

の郡内には多数の古代寺院が建立され、県内におい



ても極めて古代寺院の集中した地域となる。天花寺
⑰ ⑬ 

廃寺（天華寺廃寺） (26)、一志廃寺（東福寺跡）
⑲ 

(27)、八田廃寺（斑光寺跡） (28)、上野廃寺（円
⑳ ⑪ 

光寺跡） (29)、高寺廃寺（浄泉寺跡） (30)、嬉野
⑫ 

廃寺 (31)などがそれである。天花寺廃寺からは、

黒漆の残る塘仏や、各種の軒瓦が出土し、また金堂

と塔基壇の版築が検出されている。これらの寺院へ

瓦を供給した瓦窯も確認されており、その 1つであ
⑬ 

る辻垣内瓦窯跡 (32)では2個体の鴎尾が出土して

注目を浴びた。

周囲にはこの時期の集落遺跡も多く、平生遺跡の

西に位置する片野遺跡 (6) からは飛鳥• 奈良時代

の掘立柱建物や多くの精緻な暗文を持つ土師器や緑

釉陶器が出土し、畿内とのつながりが指摘されてい
⑭ 

る。堀田遺跡 (33)では、川原寺式の瓦類に混じっ

〔註）

① 吉村利男他「平生遺跡発掘調査報告」 （平生遺

跡発掘調査団、 1976年）

② 当遺跡採集資料は、 「三重の縄文時代」 （三重

県埋蔵文化財センター、 1992年）などで紹介され

ている。

③ 伊勢野久好「馬之瀬遺跡」 （「天花寺山」一志

町・嬉野町遺跡調査会、 1991年）

④ 田中久生「釜生田遺跡」 （「三重県埋蔵文化財

年報19」三重県教育委員会、 1988年）

⑤ 小林秀「井之広遺跡」 （「三重県埋蔵文化財セ

ンター年報1」三重県埋蔵文化財センター、 1990

年）

⑥ 井藤正文「片野遺跡発掘調査報告」 （一志町教

育委員会、 1986年）

伊勢野久好「片野遺跡第三次発掘調査報告」

（一志町教育委員会、 1986年）

⑦ 増田安生「堀之内遺跡」 〔「近畿自動車道（久

居～勢和）埋蔵文化財発掘調査概報w」三重県教

育委員会、 1988年〕

⑧ 森川幸雄「天白遺跡」 （三重県埋蔵文化財セン

ター、 1993年）

⑨ 田中喜久雄「上野垣内遺跡」 （「昭和54年度県

営圃場整備事業地域埋蔵文化財発掘調査報告」三

重県教育委員会、 1980年）
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て円面硯や緑釉陶器が出土し、下之庄東方遺跡(13)

では奈良時代から平安時代の掘立柱建物が多数検出

されている。

一方、壱志郡家の所在地は明らかでないが、その

推定地として、平生遺跡の南方の嬉野町宮古あるい

は一志が考えられ、斎王の群行・退下時におかれた
⑮ 

壱志頓宮についても、一志が推定されている。都と

伊勢神宮を結ぶ古代の官道は当遺跡の東側を通り、

嬉野町須賀瀬 宮古 一志 算所のル

ート、また一志から西方に向かうルートなどが想定
⑯ 

されている。このように、この地域は古代壱志郡の

中心地であり、伊勢平野における交通路の要地であっ

たといえよう。

（福田哲也）

⑩ 新田洋「蛇亀橋遺跡」 （「昭和56年度県営圃場

整備事業地域埋蔵文化財発掘調査報告」三重県教

育委員会、 1982年）

⑪ 田村陽一「天保遺跡A・B地区」 〔「近畿自動

車道（久居～勢和）埋蔵文化財発掘調査報告3-6」

三重県埋蔵文化財センター、 1991年〕

田村腸ー「天保遺跡E地区」 〔「近畿自動車道

（久居～勢和）埋蔵文化財発掘調査報告3-7」三

重県埋蔵文化財センター、 1991年〕

小坂宜広「鳥居本遺跡」 〔「近畿自動車道（久

居～勢和）埋蔵文化財発掘調査報告3-5」三重県

埋蔵文化財センター、 1991年〕

⑫ 河北秀実「鳥居本遺跡」 〔「近畿自動車道（久

居～勢和）埋蔵文化財発掘調査報告3-10」三重県

埋蔵文化財センター、 1991年〕

⑬ 吉水康夫他「下之庄東方遺跡（高畑地区）」

（「ー級河川中村川埋蔵文化財発掘調査概報I」

三重県教育委員会、 1987年）

吉水康夫他「下之庄東方遺跡（小野• 四反畑・

夜ノ堀地区）」 （「ー級河川中村川埋蔵文化財発

掘調査概報II」三重県教育委員会、 1988年）

⑭ 三重大学歴史研究会原始古代史部会「一志郡筒

野•西山両前方後方墳について」 （「ふびと」 20

号、 1963年）



⑮ 三重大学歴史研究会原始古代史部会「一志郡向

山前方後方墳について」 （「ふびと」 27号、 1967

年）

⑯ 前掲註⑭

⑰ 伊勢野久好「一志郡嬉野町中村川水系の大型古

墳について」 （「三重考古学研究」 2号、 19あ年）

⑱ 平成5年度嬉野町教育委員会の調査による。

⑲ 前）II嘉宏「天保古墳群」 〔「近畿自動車道（久

居～勢和）埋蔵文化財発掘調査報告3-3」三重県埋

蔵文化財センター、 1991年〕

⑳ 下村登良男他「高野団地 上野遺跡・上野山古

墳群発掘調査報告」 （一志町教育委員会、 1971年）

⑳ 伊勢野久好「片野池古墳群」 （「天花寺山」一

志町・嬉野町遺跡調査会、 1991年）

⑫ 前川嘉宏「女牛谷古墳群」〔「近畿自動車道（久

居～勢和）埋蔵文化財発掘調査報告3-1」三重県

埋蔵文化財センター、 1991年〕

⑳ 小坂宜広「ビハノ谷古墳群」 〔「近畿自動車道

（久居～勢和）埋蔵文化財発掘調査報告3-1」三

重県埋蔵文化財センター、 1991年〕

⑳ 平成2-4年度の一志町教育委員会の調査によ

る。（「三重県埋蔵文化財年報2-4」)

⑮ 新田洋「焼野遺跡」 〔「近畿自動車道（久居～

勢和）埋蔵文化財発掘調査報告3-4」三重県埋蔵

文化財センター、 1991年〕

⑳ 当郡の表記は、平城宮木簡にみられるのが初見

で、以降いろいろな表記がみられるが、ここでは

"1 
1 調査区と層序

平生遺跡は、前述のように蛇行する雲出川と中村

川に囲まれた沖積地に臨む低位丘陵上に位置し、南

西側に丘陵をひかえるため、標高は南側がやや高く、

北へ行くにしたがって緩く下がっている。

遺跡範囲のうち、今回は道路部分2,500rri汀こつい

て調査した。昭和49年の調査地区の南東約300mの

地点である。調査区の南端は標高約 9m、北端は約

7.5mと北に向かって緩やかに下っている。

調査区は南からA・B・Cの3地区を設定した。

「壱志」の表記を用いる。 （池邊禰「和名類緊抄

郡郷里騨名考證」吉川弘文館、 1981年）参照。

⑰ 山田猛「天花寺廃寺」 （「昭和54年度県営圃場

整備事業地域埋蔵文化財調査報告」三重県教育委

員会、 1980年）

⑳ 平成4年度嬉野町教育委員会の調査による。

（「三重県埋蔵文化財年報4」)

⑳ 平成 1~2 年度の一志町教育委員会の調査によ

る。（「三重県埋蔵文化財センター年報」 1~2)

⑳ 和気清章「嬉野町埋蔵文化財調査概報平成元年

度」 （嬉野町教育委員会、 1990年）

⑳ 一志町「一志町史」 (1981年）

⑫ 竹内英昭「斎宮への道一南勢地域の古代寺院の

分布から一」 （「長岡京古文化論叢書」 1992年）

⑬ 辻富美雄「釜生田辻垣内瓦窯跡群発掘調査概報」

（嬉野町教育委員会、 1980年）

⑭ 早川裕巳「堀田遺跡」 （「昭和56年度県営圃場

整備事業地域埋蔵文化財発掘調査報告」三重県教

育委員会、 1982年）

⑮ 足利健亮「日本古代地理研究」 （大明堂、 1985

年）では、壱志郡家を現宮古付近に、壱志頓宮を

現一志集落付近に求めている。前掲註①では、一

志に「郡一」という字名が残ることより、ここも

壱志郡家の推定地としてあげている。

⑯ 足利健亮「日本古代地理研究」 （大明堂、 1985

年）

遺 構

基本層序は、上からA地区は耕土、暗茶褐色系の包

含層、地山となり、 B地区は耕土、包含層（茶褐色

土またはその下の暗褐色土）、地山となっている。

また、両地区の遺構埋土も包含層と共通している。

C地区は川の氾濫の影響か、基本的層序は決まって

おらず、粘質土と砂質の互層で地山がさまざまに変

わる。各地区とも、地表から20~80cmで地山となる。

包含層は15~60cm と厚いが、遺物の絶対量は比較的

希薄である。
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2 遺構

今回の調査では、竪穴住居3棟、掘立柱建物5棟

と、多数の溝や土坑を検出した。時代は飛烏時代か

ら室町時代まであり、長年にわたっての生活の跡が

見られる。以下各遺構についての特徴を述べるが、

数値的なものについては遺構観察表に記した。

(1)飛鳥時代の遺構

竪穴住居2棟、掘立柱建物4棟、溝1条、土坑3

基等がある。

A 竪穴住居
① 

2棟の竪穴住居は、いずれも飛烏藤原宮編年の飛

鳥w~v に属すると思われるものである。奈良時代

前期に属すると思われる SH39に比較すると，いず

れもやや大きい。

SH 1 (第7図） A地区西端で検出した。西半分

が調査区外にのびるため、全容は不明である。南北

5.5mから推定して約25m'の広さをもつと思われる。

西壁中央を SK15に切られている。床面の標高は、

8.6m前後である。カマドの痕跡はこの範囲では見

られない。遺物には暗文をもつ土師器の杯• 皿や甕

第2図遺跡地形図 (1: 5,000) 

-5-

等がある。

S H38 (第8図） B地区の中央やや西で検出した。

東西にやや長い隅丸の長方形を呈し、面積は約16m'

である。焼土は見られない。主柱穴と思われる 4本

の柱穴を検出した。床面の標高は、 8.8m前後であ

る。遺物には、土師器長胴甕や、完形の須恵器壷等

がある。

B 掘立柱建物

SB 2 (第9図） A地区の南端で検出した南北 1

間以上、東西2間の建物である。柱間は南北2.1m、

東西1.5mである。このことから、真南北棟である

と考えられる。総柱建物か、側柱建物かは不明であ

る。調脊区の南にのびるため、全容は不明である。

柱穴の掘り方は円形で、径• 深さはばらつきがある。

遺物は、北西端の柱穴から暗文のある土師器杯や

土師器甕片が、北東端の柱穴から暗文のある土師器

杯等が出土している。遺物は検出したすべての柱穴

から出土しているが、いずれも SHl出土遺物の時

期と共通している。



ト

第3図調査区位置図 (1: 2,000) 
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第4図 A地区遺構平面図 (1: 200) 
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第 5図 B地区遺構平面図 (1 : 200) 第 6図 C地区遺構平面図 (1 : 200) 
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S H38実測図 (1: 100) 

゜I ii II I 
第9図 SB2•S83 実測図 (1 : 100) 

SB 3 (第9圏） SB2に切られる形で検出した

南北2間、東西2間の側柱建物である。柱間は南北

2.lm、東西1.5mである。このことから、 N-3°-W

の南北棟であると考えられる。西面中央

の柱穴は検出できなかった。検出した柱

穴の掘り方は、円形を基本とし、径• 深

さにはばらつきがある。遺物は、南面中

央の柱穴から土師器甕片に混じって暗文

のある土師器杯が出士している。

SB 4 (第10図） SB3の北側に位置

する、南北2間、東西2間の側柱建物で

ある。柱間は南北2.0m、東西2.2mであ

る。このことから、 E-7°-Nの東西棟で

あると考えられる。奈良時代以降と思わ

れる SD8に切られ、北面中央の柱穴は

検出できなかった。柱穴の掘り方は円形

を基本とし、径は多少のばらつきがある

が、深さは約20cmと揃う。遺物は、北東

端の柱穴から土師器甕片が出土した。

SB 5 (第11図） SB4の北東に位置

4m 
する、南北2間、東西1間以上の側柱建

一1

物である。柱間は南北2.0m、東西2.2m

である。このことから、 E-9°-Nの東西

棟であると考えられる。調査区の東側にのびるため、

..,I 

全容は不明である。柱穴の掘り方は円形であり、径

はいずれも15cm程度で、検出面からの深さは、南西

端の柱穴の30cm以外はいずれも10cm程度である。出
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第11図 SB5実測図 (1: 100) 

土遺物がなく、時期の特定は難しいが、飛烏時代の

建物 SB2~4 の方角に沿って建っているため、こ

の時期に含めた。

C 溝

SD 6 (第4図）

A地区の西南部に位置する、 N-3°-Wの素掘溝で

ある。同時期の掘立柱建物群 SB2~5 の西側を、

建物群と近似した方向に直進している。出土遺物に

は、土師器の杯や甕等がある。

D 土坑

B地区のSK27・28がある。いずれも小型の円形

土坑である。 SK28は、 SD19に切られる。

(2) 奈良時代の遺構

竪穴住居1棟、掘立柱建物 1棟、溝8条、士坑9

基等がある。

A 竪穴住居

S H39 (第12図） B地区北部で検出した。南北に

やや長い隅丸の長方形を呈する。飛鳥時代の竪穴住

居と比較すると、規模は約13面と小さく、北辺中央

にカマド跡と思われる焼土も見られる。出土遺物に

は、暗文のある土師器杯や裔台をもつ須恵器杯等が

ある。

B 掘立柱建物

S B25 (第13図） B地区の南東部で検出した、南

北3間、東西 1間以上と思われる側柱建物である。

柱間は、南北2.7m、東西1.5mである。このことか

ら、真南北棟であると考えられる。調査区東側にの

びるため、全容は不明である。中世の溝SD19によっ

て一部の柱穴が切られている。柱穴の掘り方は円形

であり、径は25~30cm程で、検出面からの深さはい

ずれも40cm程度である。

c 溝

SD7•10•11(第 4 図）

SD 7・10は、南北方向から東西方向に屈曲する

溝である。重複していることより同時存在とは考え

られないが、類似した性質のものと考えられる。 S

Dllは、東西方向から南北方向に屈曲している。

SD8•9 (第4圏）

調杏区を斜行する溝である。方向は、真北を向き、

飛鳥時代のSB2・25や、 SD6に近い方向を直進

している。

S D20-22 (第5図）

S D21は調査区を斜行する比較的しつかりした溝

である。 SD20とSD22は、東西方向にのびる平行

した溝で、方向は真東西を向く。調査区が狭いため

明確にはできないが、これらの間隔は 9mであり、

道路側溝の可能性がある。 SD22からは土師器杯や

甕片に混じって古代の丸瓦の玉縁部が出士している。
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第12図 S 839実測図 (1: 100) 

D 土坑

A地区のSK15、B地区のSK29、32、34-37、

40-42がある。

SK 15 (第7図） SHlを切るかたちで検出した、

やや卵形を呈する土坑である。竪穴住居の床面より

20cm程深い。出土遺物から、竪穴住居廃絶後にでき

た土坑と思われる。出土遺物には、土師器皿等があ

る。

S K29 (第 5図） 調査区の東にのびるために、全

容は不明であるが、南北約1.9m、深さ10-20cmの

土坑である。出土遺物には、土師器甕等に混じって

暗文のある土師器の杯、皿、高杯等がある。

(3) 平安時代の遺構

A地区のSD12、B地区のSK30等がある。竪穴

住居や掘立柱建物はなくなり、溝と土坑のみになり、

生活の跡が薄れてくる。生活の拠点が、徐々に他に

移っていったのであろうか。

4m 

(4) 中世の遺構

この時期に属すると思われるものには、 B地区の

S D17-19、SK26・33と、 C地区のすべての遺構

(S D43-46、SK47、48)がある。 SD17-19は、

B地区南端で検出した東西方向の溝である。このう

ち、 SD19は、幅2m前後で埋土に奈良～鎌倉時代

の遺物を含んでいる。奈良時代のSD20・22以降鎌

A
 

4m 

第13図 S 825実測図 (1: 100) 

倉時代まで、ほぽ同じ場所で方位にのった同じ方向

の溝が掘り替えられているところから、何らかの境

界的な意識があったものと思われる。

（福田哲也）

〔註）

① 「古代の土器1 都城の土器集成」 （古代の土

器研究会、 1992年）

「古代の土器2 都城の士器集成」 （古代の土

器研究会、 1992年）等を参考にした。
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竪穴住居

竪穴住居No. I 規模（東西x南北） (ml I 平均深さ(cml I方向（長軸を中心に） 1 カマドの位置 考

SH 

SH 38 

- X 5. 5 

4.5X3.5 1 5 

N 1 7°E 

E 8°N 

備

SK 1 5より古い

4本の主柱穴残る

SH 39 3.2X4.0 15 N 8°W 北辺中央

掘立柱建物 ＊ 柱間の（ ）は、本来の位置で柱穴が確認されなかった場合、その穴をとばして計ったもの

時期

飛鳥

飛鳥

奈良前期

掘立柱建物No. 規 模 柱 間 桁行 (m) 梁間 (m) 棟方向 備 考 時期

（桁行X梁間） 桁行(m) 梁間(m)

SB 2 1間以上X2間 西側 南側17+1.5 2. I以上 3. 2 NO゚ 飛鳥

東側2.1+ 北側

SB 3 2間X2間 西饒(4,2) 南側1.8+14 4. 2 3. 2 N3°W SB2より古い 飛鳥

東側21+21 北側1.6+16

SB 4 2間X2間 南側2.2+2.2? 西側20+2.0 4. 4 4. 0 E 7°N SD8より古い 飛鳥

北側2.2+2.2 東側2.0+2.0

SB 5 1間以上X2間 南側2.2+ 西側2.0+20 2. 2以上 4. 0 E 9°N 飛鳥？

北側 東側

SB 2 5 3間X1間以上 西側(5.4)+2.7 南側15+ 8. 1 1. 5以上 NO゚ SD 1 9より古い 奈良初頭

東側 北側

溝

遺構名 幅 (m) 長さ (m) 深さ (cm) 方位 流れる方向 備 考 時 期

SD 6 0. 4 ， 7 -10 N3°W 北から南へ 飛鳥

SD 7 0.4-0.7 I 2 2 -7 NI 1°E 不明 深い所と浅い所あり 奈良

E 4°N 途中で130° 屈曲する

SD 8 0.4-0.6 1 7 5 I O -2 0 NO゚ 南から北へ 奈良

SD ， 0.2-0.3 8 6-9 NO゚ 不明 奈良？

SD l 0 0.4-0.8 1 0 5 -I 0 N 1 1°E 不明 途中で140° 屈曲する 奈良？

E 9°N 

SD I I 0.4-0.5 6. 5 2-5 E 3°S 不明 途中で9o・ 屈曲する 奈良

N 5°E 

SD 20 0.2-0.4 9. 5 6-10 E 0° 不明 奈良

SD 2 I 0.7-1.0 1 2 20-25 E 4 2• N 東から西へ 奈良

SD 22 0.3-0.8 9. 5 2 o-2 6 E o• 不明 奈良？

SD 2 3 0.2-0.3 5. 2 8-1 7 Nl 1°W 北から南へ 奈良？

SD 1 2 0.5-0.6 I 7 2-10 西から東へ 北に緩く内弯 平安？

SD I 9 1.8-2.2 9. 5 4 0 -4 5 E 0° 西から東へ 奈良～鎌倉

SD 46 1. 2 5 5-1 I N5°W 不明 SD45より古い 鎌倉初頭？

SD 1 7 0.6-0.8 9. 5 2 0 EO゚ 不明 鎌倉 I3世紀後半

SD 1 8 0.3-0.4 9. 5 1 5 -2 5 E o• 西から東へ 鎌倉I3世紀後半

SD 43 2-3 1 0. 5 1 6 -2 6 E 5°N 東から西へ 鎌倉14世紀初頭

SD 4 5 2 -3. 5 1 4 I O -2 4 E 0° 不明 鎌倉

SD 44 1. 5 6. 5 8-1 I E 0° 不明 室町

土坑

遺構名 規 模 (m) 深さ (cm) 備 考 時 期

SK 2 7 （東西） X (南北） 0. 6 I O -I 3 中央に窪みあり、柱穴か？ 飛鳥

SK 2 8 （東西） X (南北） 一 2 7 -3 0 SD 1 9より古い 飛鳥

SK 29 （東西） X (南北） I. 9 1 0 -2 0 SB25より古い 奈良初頭

SK 3 4 （東西） I. 8以上 X (南北） 3. 0 9 -1 3 底部ほぼ水平 奈良前朗

SK 35 （東西） I. 2 X (南北） 1. 4 6 -1 5 階段状の土坑 奈良前期

SK 4 2 （東西） 1. 4 X (南北） 2. 0 8-14 中央がやや窪む 奈良中期

SK 1 5 （径） 0. 7 XI. I 25-29 楕円形で、やや平坦な面をもつ 奈良中期

SK 3 2 （東西） 0. 5 X (南北） I. 2 7 -I 4 奈良

SK 36 （東西） 2. 6 X (南北） I. 2 6 -2 2 奈良

SK 37 （径） 0. 8 （円形土坑） 1 5 奈良

SK 40 （東西） 0. 4以上 X (南北） 3. 8以上 4 -1 0 SK 4 1より古い、竪穴住居か？ 奈良？

SK 4 1 （東西） 1. 2以上 X (南北） 3. 8以上 7-13 竪穴住居か？ 奈良？

SK 30 （径） 0. 9 （勾玉形の土坑） 5- 9 平安中期

SK 2 6 （東西） 1. 0 X (南北） 0. 4 6-20 2か所の窪みあり、柱穴か？ 鎌倉

SK 3 3 （東西） l. 4以上 X (南北） I. 2 1 1-1 6 鎌倉

SK 47 （東西） 3. 0以上 X (南北） 3. 3 l 6 -3 3 SK 4 8より古い 室町

SK 48 （東西） 3. 0以上 X (南北） 2. 5以上 6 -2 1 テラス状に下がる 室町

SK 1 3 （東西） 3. 3 X (南北） 6-1 1 すり鉢状に深くなる、円形土坑か？ 時期不明

SK 1 4 （東西） X (南北） 2. 7 5-10 やや平坦な面をもつ、方形土坑か？ 時朗不明

第 1表遺構観察表
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N 遺 物

今回の調査で出土した遺物は、大きく飛鳥～奈良

時代、平安時代～鎌倉時代の 2時期にわけられる。

以下、時代順に個々概述していきたい。

(1)飛鳥～奈良時代の遺物

飛鳥～奈良時代にかけての遺物としては、飛鳥藤
① 

原宮及び平城宮土器編年でいう飛鳥N~平城II期に

かけてのものが多い。

A SH1 出土の遺物 (1~6)

飛鳥藤原宮編年飛鳥w~v期に相当する。

土師器杯 (1)は、底部からやや屈曲して斜め上

方に立ち上がり、口縁端部はつまみ上げられて上を

向く。土師器皿 (2)は底部からやや屈曲して立ち

上がり、口縁端部は強くつまみ上げられて上を向く。

口縁端部に達する斜放射状 1段の暗文をもつ。士師

器杯 (3・4)は、いずれも底部からゆるやかに立

ち上がり、 LJ縁部はつまみ上げられ、端部は上を向

く。口縁端部に達する斜放射状 2段の暗文をもつ。

土師器杯蓋の2片 (5・6)は、接合しない。しか

し、胎土、色調が類似していることから、同一個体

の可能性もある。 5はツマミに、 6は内面にラセン
② 

状の暗文をもつ。

B S H38出土の遺物 (7~11)

飛鳥藤原宮編年飛鳥w~v期に相当する。

須恵器杯蓋 (7)は、天井部が、ややふくらみを

もち、口縁端部にやや大きめのかえりがつく。土師

器杯 (8)は、底部からゆるやかに立ち上がり、ロ

縁部が大きく内湾し、端部は丸く肥厚する。斜放射

状 1段の暗文をもつ。土師器甕 (9)は、球形の胴

部をもつ小型品である。口縁端部は面取りされ、斜

め外方向を向く。胴部外面下半には、ヘラケズリが

施されている。須恵器壷 (10)は丸底で、丸味のあ

る肩部には、 1条の沈線がめぐる。口縁部は外反し、

端部は丸くおさまる。土師器甕 (11)は、口縁部・

胴部・底部の破片に分かれて接合できないが、胎土・

調整から同一個体と推定される。器形は長胴形であ

る。口縁端部は面取りされ、内外面ともにハケ調整

が行われている。

C S H39出土の遺物 (12-17)

SHl、SH38よりやや新しいと考えられる時期

の土器が出土している。

須恵器杯 (12・13)は、底部から屈曲して斜め上

方に立ち上がる。いずれも底部にヘラキリ痕を残す。

須恵器杯 (14)は、丸みをもった底部が屈曲し、斜

め上方に立ち上がる。屈曲部より内側に貼付高台が

つく。

土師器皿 (15)は、底部のみの残存であるが、貼

付高台をもつ大型のものである。内面底部にラセ

ン状の暗文をもつ。他に、放射状の暗文をもつ破片

もある。土師器甕 (16・17)はいずれも口縁部のみ

の残存である。 16の口縁端部は面取りされ、上を向

く。 17の口縁端部は面取りされずに、丸くおさまる。

16にくらべて、口縁部の外反は弱い。

D S K29出土の遺物 (18-22)

平城宮編年平城宮 I-II期に相当する。

土師器高杯(18)は、脚部を欠くが、剥離痕跡から

高杯と考えられる。杯部は稜をもたず、自然なカ一

ブで口縁部に達する。屈曲部付近が肥厚し、端部は

丸くおさまる。口縁端部に達する密な暗文をもつ。

土師器皿(19)は、平らな底部からやや屈曲して斜め

上方に立ち上がる。口縁端部はナデられ、内斜面を

持つ。斜放射状l段の暗文は口縁端部までは達しな

い。土師器杯(20)は、平らな底部からゆるやかに立

ち上がる。口縁端部は若干内湾し、丸くおさまる。

土師器甕(21)は、口縁で最大径をとる。 D縁端部は

面取りしている。土師器把手付甕(22)は、偏平な球

状の胴部の最大径付近に 1対の把手がつく。口縁端

部は面取りし、上を向く。体部外面下半はヘラケズ

リ調整されている。

E S K34出土の遺物 (23-28)

平城宮編年平城宮I-II期に相当する。

土師器杯 (23・24)は底部からゆるやかに立ち上

がる。口縁端部はナデられ、内面に面をもつ。斜放

射状 1段の暗文は、端部まで達せず、間隔も広い。

土師器杯(25)は23・24と同じ器形であるが、口径が

大きく、暗文は口縁端部に達する。土師器皿(26)は、

-12-
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底部からゆるやかに立ち上がり、口縁端部は丸く

おさまる。斜放射状1段の暗文は口縁端部まで達す

る。 須恵器杯(27)は、短い底部から屈曲して斜め

上方に立ち上がる。ロクロナデの凹凸がめだつ。須

恵器杯蓋(28)は、宝殊つまみをもつものであるが、
③ 

口縁端部を欠く。

F
 
S K32出土の遺物(29)

上師器杯(29)は、粗い胎土で形成された杯。底部か

ら丸みをもって立ち上がり口縁部にいたる。端部は

つまみあげられ、やや外を向く。外面に粘土継目を

残す。

G
 
SK 15出土の遺物 (30~32)

奈良時代中頃の土器が出土している。

土師器杯(30)は、平らな底部からゆるやかに立ち

上がる。口縁端部はナデられ、内面に面をもつ。高

台は屈曲部より内側につく。精良な胎土で丁寧につ

くられている。土師器皿(31)は、底部からゆるやか

に立ち上がる。口縁端部は肥厚して、内面に巻き込

んでいる。須恵器杯蓋(32)は、口縁部のみの小片で

あるが、ふくらみのある天井部をもつ。

H
 
S K42出土の遺物 (33~36)

奈良時代中ごろに位置づけられる土器が出土して

いる。

土師器杯 (33~35) は、精良な胎土でつくられた

ものである。 33は平らな底部から屈曲してほぼ直角

に立ち上がる。 34は平らな底部から屈曲して斜め上

こ
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方に立ち上がり、口縁端部は外反する。器形は須恵

器に似る。 35は平らな底部から斜め上方に立ち上が

る。口縁端部は丸くおさまる。内面には雑な 1段斜
④ 

放射状暗文を施す。

須恵器盤 (36)は、小片のために全容は不明であ

るが、平らな底部から屈曲し、斜め上方に立ち上が

る。口縁端部はナデられ、上面に面をもつ。幅約 7

cmの把手の痕跡がある。

(2)平安～鎌倉時代の遺物

A S K30出土の遺物 (37)

平安時代の土器が出土している。

土師器甕 (37)は、球状の胴部を持つ甕で、口縁

端部は内面に巻き込む。外面上半部には粗いハケメ

が、下半部にはヘラケズリが施されている。

B S D19出土の土器 (38~40)

平安時代から鎌倉時代の土器が出土している。

緑釉陶器片 (38)は、底部のみの出土である。高

台は削り出しのいわゆる「平高台」もしくは「蛇の

目高台」である。釉薬は薄い緑色で、全面に刷毛塗

りされている。山茶椀 (39・40)は、どちらも底部

のみの出土である。 12世紀末ごろのものであろう。

39は渥美産、 40は尾張産と考えられる。

C S D43出土の遺物 (41~42)

山茶椀等が出士した。遺物の時期には幅があり、

この溝が長く使われていたことがわかる。 41は、底

〔註〕

① 「古代の土器 l 都城の士器集成」 （古代の土

器研究会、 1992年）

「古代の土器2 都城の士器集成」 （古代の土

器研究会、 1992年）等を参考にした。

② 吉村利男他「平生遺跡発掘調査報告」 （平生遺

跡調査団、 1976年）の、 PL8のNo.61と類似。

③ 前掲註②の、 PL8のNo.65と類似。

④ 近隣の遺跡では、上野廃寺、焼野遺跡から内面

-15-

部を欠く。ゆるやかに内湾しながら立ち上がり、ロ

縁端部は内面に肥厚する。 12世紀末ごろの渥美産と

考えられる。 42は糸切痕の残る底部をもっ。直線的

に伸びる口縁部は、端部で肥厚する。 14世紀初頭の

瀬戸産と考えられる。

(3) 包含層出土の遺物 (43~53)

土師器杯 (43~45{ は、いずれも内面に斜放射状
1段の暗文をもつ。底部からゆるやかに立ち上がり、

口縁端部は丸くおさまる。土師器杯 (46・47)は、

内面に 2段の斜放射状暗文をもつ。 46の口縁端部は

肥厚し、 47の端部は内部に巻き込んでいる。土師器

鉢 (48)は底部を欠くが、ゆるやかに立ち上がった

口縁部は内湾し、端部が肥厚している。内面にはロ

縁部までの2段の斜放射状暗文が施される。土師器

杯 (49・50)は、平らな底部から屈曲して斜め上方

に立ち上がる。内面には暗文を施さない。 49の端部

は外反し、 50は内に巻き込む。土師器甑 (51) は、

底部のみ出土した。底部には、ヘラ状のもので複数

の穴が開けられている。外面はヘラケズリ調整され

ている。灰釉陶器 (52)は小片のみの出士であるが、

焼成後と思われる「口主尺□jあるいは「口王尺口」

の線刻がある。土馬 (53)は、足の部分と考えられ

る。

（野口美幸）

に雑な暗文を施したものが出土している。

和気清章「伊勢湾西岸域における律令期の土器

相ー中勢地方を中心として一」 (「Miehistory 

vol. 6」三重歴史文化研究会、 1993年）

新田洋「焼野遺跡」 〔「近畿自動車道（久居～

勢和）埋蔵文化財発掘調査報告ー第 3分冊4-」

三重県教育委員会・三重県埋蔵文化財センター、

1991年〕



図版 登録 出土位置 法 量 (cm)

器 種 調製• 技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備 考

番号 番号 地区 遺構 口径 器高 その他

I 007-06 土師器杯 A-ElO SH! 12 6 2,7 内．ヨコナデ やや粗 良 淡黄橙 1/8 

外ヨコナデ、ケズリ

2 007-03 土師器皿 A-EIO SHI 13 4 内•ヨコナデ後暗文（放射状2段） 密 良 橙 1/10 

外ヨコナデ、ケズリ後全体にミガキ

3 003-04 土師器杯 A-ElO SH! 180 内ヨコナデ後暗文（放射状2段） 密・徴砂粒含む 良 にぶい 1/10 

外ヨコナデ、ケズリ 橙

4 007-01 土師器杯 A-EIO SH! 20 0 内ヨコナデ後暗文（放射状2段＋ループ状） 密 良 橙 1/8 

外ヨコナデ、ケズリ後一部ミガキ

5 007-05 土師器杯蓋 A-ElO SH! つまみ径33 内ナデ 密 良 にぷい つまみ完形

外ナデ後暗文（ラセン状） 橙

6 007-07 土師器杯蓋 A-EIO SH! 20 8 内ヨコナデ、ナデ後、全面に暗文（ラセン状） 密 良 赤橙 1/4 

外ヨコナデ、ケズリ後、全面ミガキ

7 006-01 土師器杯蓋 B-C6 SH38 18,0 30 つまみ径3,7 内ロクロナデR、ナデ 粗 ・Immほどの 良 灰白 ほぽ完形

外ロクロナデR、ロクロケズリ R 砂粒含む

8 014-05 土師器杯 B-C7 SH38 17.9 5,5 内ヨコナデ後暗文（放射状1段） やや粗・徴砂粒 良 黄橙 ほぼ完形

外ヨコナデ、ケズリ後一部ミガキ 含む

， 009-01 土師器甕 B-C6 SH38 15,9 15 I 体部径 170 内頚部から体部にヨコハケ・底部ヨコナデ やや粗•微砂粒 良 にぶい 2/3 内面に煤付着

外体部タテハケ、底部ケズリ 含む 橙

10 017-01 須恵器壺 B-C6 SH38 13 5 16 6 体部径 206 内•体部ロクロナデR 、ナデ やや粗・徴砂粒 良 緑灰 1/4 

外体部ロクロナデR、低部ロクロケズリ R 含む

11 010-01 土師器甕 B-C7 SH38 25 6 体部径 260 内：口縁邸ナナメハケ、体郁タテハケ、底蔀不定ハケ 粗・ l-2mmほど 良 黄褐 1/4 

外口縁邸ヨコナデ、体綿タテハケ・底邸不定ハケ の砂粒含む

12 006-10 須恵器杯 B-B4 SH39 110 35 内ロクロナデL、底部不明 やや粗 ・Immほど 良 灰 1/4 内面に煤付着

外．ロクロナデL、底部ヘラキリ未調整 の砂粒含む

13 006-06 須恵器杯 B-B4 SH39 10.0 40 内ロクロナデR、ナデ 密 良 灰 1/4 

外ロクロナデR、底部ヘラキリ未調整

14 006-04 須恵器杯 B-B4 SH39 16,5 44 底部径 106 内ロクロナデR、ナデ 密•細砂粒含む 良 灰 1/8 

外ロクロナデR、ロクロケズリ R、張付高台

15 015-02 土師器皿 B-B4 SH39 脚部径 204 内ナデ後暗文（ラセン状） 密 やや軟 橙 底部1/5 底部に煤付着

外ヨコナデ、張付高台

16 004-02 土師器甕 B-B4 SH39 20,7 内口縁部・体部ヨコハケ 粗•砂粒含む 良 にぶぃ 1/4 

外口縁部ヨコナデ、体部タテハケ 橙

17 012-02 土師器甕 B-B4 SH39 13 8 内口緑部・体部ヨコハケ やや粗・Immの砂 やや軟 にぶい 1/4 

外口縁部ヨコナデ、体部タテハケ 含む 橙

18 015-04 土師器高杯 B-AlO SK29 14 6 内ヨコナデ後暗文（放射状1段） 密•細砂粒含む 良 暗褐色 1/3 

外ヨコナデ後全面にミガキ

19 001-04 土師器皿 B-B10 SK29 16 I 22 内．ヨコナデ後暗文（放射状l段） 密•微砂粒含む 良 橙 小片

外ョコナデ、ヘラケズリ

20 016-05 土師器杯 B-AlO SK29 14 0 34 内．ヨコナデ、ナデ やや粗•微砂粒 良 赤褐色 小片

外：口縁端部付近までヘラケズリ 含む

21 004101 土師器甕 B-AlO SK29 20,5 内：口縁部・ 体部ヨコハケ やや粗•微砂粒 軟 にぶい 1/4 

外：口縁部ヨコナデ、体部タテハケ 含む 橙

22 008-01 土師器把手付 B-AIO SK29 27.4 内口縁蔀ヨコハケ、体郁ヨコハケ、底蔀不定ハケ やや粗 ・Immほ 良 浅黄橙 口縁1/10

甕 外口縁絲ヨコナデ、体郁タテハケ、底郁ケズリ どの砂粒含む ほか

23 009-05 土師器杯 B-C8 SK34 12.3 30 内．ヨコナデ後暗文（放射状1段） 密•微砂粒含む 良 橙 1/4 

外ヨコナデ、オサエ後一部ミガキ

24 009-04 土師器杯 B-CB SK34 11、4 内ヨコナデ後暗文（放射状1段） やや粗・ 11111¥ほ 良 橙 1/3 

外ヨコナデ、ケズリ どの砂粒含む

25 009-06 土師器杯 B-CB SK34 14 7 内：ヨコナデ後暗文（放射状1段） 密・徴砂粒含む 良 橙 1/4 

外．ヨコナデ、ナデ

26 009-02 土師器皿 B-C8 SK34 18,5 内ヨコナデ後暗文（放射状1段） 密・微砂粒含む 良 橙 1/7 

外ヨコナデ、ケズリ後一部ミガキ

27 006-08 須恵器杯 B-CB SK34 10 0 39 内ロクロナデR、ナデ やや粗•砂粒含 良 灰 口縁1/4

外：ロクロナデR、底部ヘラキリ後ナデ む

28 006-07 須恵器杯蓋 B-CB SK34 つまみ径31 内ロクロナデR、ナデ 密•微砂粒含む 良 灰黄褐 つまみ完形

外：ロクロナデR、ロクロケズリ R

第2表遺物観察表 (1)
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図版 登録 出土位置 法 量 (cm)

器 種 調製• 技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備 考

番号 番号 地区 遺構 口径 器高 その他

29 019-03 土師器杯 B-B6 SK32 12 4 内ヨコナデ やや粗•微砂粒 やや軟 浅黄橙 1/5 

外ヨコナデ、オサエ 含む

30 007-02 土師器杯 A-ElO SK15 10 5 36 高台径 76 内ヨコナデ、ナデ 密 良 橙 1/4 

外ヨコナデ、ナデ、張付高台

31 007-04 土師器皿 A-ElO SK15 22.4 30 内ヨコナデ、ナデ やや粗 軟 黄橙 1/6 

外．ヨコナデ、ケズリ

32 003-05 須恵器杯蓋 A-EIO SK15 17,0 内ロクロナデR、天井部不明 やや粗・微砂粒 良 灰 口縁1/8

外ロクロナデR、ロクロケズリ R 含む

33 011-07 土師器杯 B-B4 SK42 14,0 43 内ヨコナデ、ナデ やや粗・徴砂粒 良 橙 1/2 

外口緑部ヨコナデ後、全面に密なミガキ 含む

34 Oll-06 土師器杯 B-B4 SK42 14.6 43 内•口縁部ヨコナデ後、全面に密なミガキ 密 良 橙 1/5 

外口縁部ヨコナデ後、全面に密なミガキ

35 018-01 土師器杯 B-B3 SK42 13.1 30 内ヨコナデ、ナデ後暗文（雑な放射状1段） やや粗•砂粒含 良 橙 口縁1/6

外•ヨコナデ、オサエ む

36 011-02 須恵器盤 B-B5 SK42 38 0 66 内ロクロナデL、底部不明 密•微砂粒含む 良 灰色 1/10 

外：ロクロナデL、ロクロケズリし把手張付

37 013-03 土師器甕 B-BlO SK30 15,0 内口縁部ヨコナデ、体部ハケ・ナデ やや粗-1... 大の やや軟 浅黄橙 1/6 

外口縁部ヨコナデ、体部タテハケ、底部ケズリ 砂粒含む

38 019-04 緑釉陶器片 B-B11 SDl9 底部径 7.2 内ロクロナデ、緑釉刷毛塗り 密 軟 淡緑 底部1/4

外ロクロナデ｀削出高台、緑釉刷毛塗り

39 011-05 山茶椀 B-C12 SDl9 底部径 79 内•ロクロナデ L 粗 良 灰白 底部完形 底部に煤付着

外ロクロナデL、張付高台

40 011-01 山茶椀 B-C12 SD19 底部径 8.4 内：ロクロナデL やや粗 良 灰白 底部2/3 自然釉

外ロクロナデL、張付高台

41 002-02 山茶椀 C-B3 SD43 14 9 内ロクロナデL やや粗、微砂粒 良 灰 1/6 

外ロクロナデL、底部不明 含む

42 002-03 山茶椀 C-B3 8D43 12.6 4.6 底径 6,0 内ロクロナデL 密• 石英を多量 良 灰白 1/10 

外：ロクロナデL、底部糸切り に含む

43 014-01 土師器杯 B-All 包含層 11.4 28 内•ヨコナデ、ナデ後暗文（放射状l段） 密 良 にぶい 1/4 

外ヨコナデ、ケズリ後、全面に密なミガキ 橙

44 014-02 土師器杯 B-All 包含層 15,2 38 内ヨコナデ、ナデ後暗文（放射状l段） 密•微砂粒含む 良 赤褐 1/4 

外：ヨコナデ、ケズリ

45 013-01 土師器杯 B-F6 包含層 16.9 5,4 内ヨコナデ、ナデ後騒文（放射状1段） 密・微砂粒含む 良 橙 1/8 

外ヨコナデ、ケズリ後、一部に粗なミガキ

46 011-04 土師器杯 B-B6 包含層 16 2 5,7 内．ヨコナデ、ナデ後暗文（放射状2段） やや粗•微砂粒 良 にぶい 1/4 

外磨耗が激しく、不明 含む 橙

47 015-01 土師器杯 B-BlO 包含層 17.6 60 内：ヨコナデ、ナデ後暗文（放射状2段） 密・微砂粒含む 良 橙 1/3 

外：ヨコナデ、ケズリ後一部に密なミガキ

48 015-03 土師器鉢 8-810 包含層 23 5 最大径 24,0 内•ヨコナデ、ナデ後暗文（放射状2段） やや粗．微砂粒 良 黄橙 1/2 

外ヨコナデ、ケズリ後一部に密なミガキ 含む

49 014-03 土師器杯 B-B4 包含層 12.4 3.4 内ヨコナデ、ナデ、オサエ やや粗・ 311111大の 良 橙 ほぼ完形

外ヨコナデ｀ナデ、オサエ 砂粒含む

50 007-08 土師器杯 A-ElO 包含層 19 0 4.8 内ヨコナデ、ナデ やや粗・ ln,n大 良 にぶい 1/4 

外ヨコナデ、ケズリ の砂粒含む 橙

51 016-06 土師器甑 B-All 包含層 底部径 15.4 内体下部ヨコナデ、底部・ロ緑部不明 粗・ 1-3,..の砂 やや軟 暗灰褐 底部1/4

外体下部ケズリ、底部ナデ、口縁部不明 粒含む

52 002-01 灰釉陶器杯 C-E9 包含層 内ヨコナデ やや粗 良 灰 小片 線刻あり

外：ロクロケズリ L

53 003-07 土師器土馬 A-? 排土 不明 底径 21 指オサエ成形 やや粗•微砂粒 良 灰白 片足のみ

含む

（註）調整• 技法の特徴の襴のロクロケズリ及ぴロクロナデの後のRまたはLは、それぞれロクロ回転の右回り、左回りを示す。

第 3表遺物観察表 (2)
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1 . 建物について

今回調査した平生遺跡の飛鳥～奈良時代の掘立柱

建物の方向は、南北面を測った場合、真北から西に

9度までの振れ幅を持っている。細分すると真北を

向<SB 2・S B25のA群、 3°-WのSB3のB群、

7°-WのSB4、9°-WのSB5のC群に分けること

ができる。

さて、昭和49年に行われた調査では、飛鳥• 奈良

時代及び平安時代後期の掘立柱建物などが発見され
① 

ているが、飛鳥• 奈良時代の掘立柱建物は、調査時

の磁北でN-3° ~5°-W、平安時代後期の掘立柱建物

及び柵はN-4° ~6°-Wに建物方向が揃っている。こ

れを真北に換算すると、それぞれN-1° ~3°-E 、 N-0°

~2°-E となり、飛鳥から平安時代後期に至るまでN-

0° ~3°-Eの方向性を踏襲していたと考えられる。

今回の調査区は、前回の調査区より約300m離れ

ている。 A群は前回とほぼ同じ方向をとり、他の群

も振れ幅は10度程度である。集落全体に一定の方向

性が保たれていたことがわかる。

2. 溝SD20とSD22について

奈良時代の溝SD20・22は、真東西の向きで平行

している。調査区が狭いために、明確にし得ないが、

道路側溝の可能性がある溝である。両溝の間隔は 9

mであり、尺換算すれば30尺という完数値となり、

道路幅として不足のないものである。前述のとおり、

かつて足利健亮氏は平安京から伊勢に至る古代の官
② 

道の想定線を当遺跡の東方に比定している。今回可

能性を考えた遺構は、足利氏の官道想定線の近接地

に位置するところから、官道に関連する遺構の可能

性があり、今後の課題として問題提起しておく。

（福田哲也）

3. まとめ

平生遺跡では、飛鳥時代末期から掘立柱建物が採

用されており、円面硯など特殊な遺物も出土してい

る。また集落は、飛鳥時代から平安時代に及び、建

物や溝に一定の方向性が保たれている。これらのこ

とから、当遺跡は、断続的に営まれた拠点的な集落

であったことが推定できる。

当遺跡の所在した古代壱志郡は、都から伊勢への

交通の要地であり、旧伊勢国でも早くから暗文の施

された土師器が使われるようになるなど、畿内の影

響の強い地域である。この地域は、 1郡に 6寺院を

擁する特殊ともいえる地域であり、背景として在地

豪族層の勢力の充実が考えられる。平生遺跡はそれ

らの人々の暮らした拠点的な集落として位罹づけが

できよう。

（野口美幸）

〔註〕

① 吉村利男他「平生遺跡発掘調査報告」 （平生遺

跡調査団、 1976年）

② 足利健亮「日本古代地理研究」 （大明堂、 1985

年）

第16図掘立柱建物の方向

（東西棟は南北面を測る）
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